
この度は、CentreCOM MR820TRXをお買い上げいただ
き、誠にありがとうございます。
本製品は、10BASE-Tインターフェースを8ポート装備し
たイーサネット・HUBです。バックボーンポートとして、AUI
（10BASE5）と BNC（10BASE2）インターフェースを各 1
ポート備え、すべて同時に使用することができるため、多様
なネットワーク環境に対応できます。
本書をよくお読みになり、正しくご使用ください。また、お
読みになった後も大切に保管してください。

 1　特長

◯ コンパクトなボディサイズ
◯ AC電源を内蔵
◯ カスケード接続専用のポートを1ポート装備
◯ ネットワークや機器の状態が一目でわかるLED表示機能

 2　梱包内容

最初に梱包箱の中身を確認して、次のものが入っているかを
確認してください。

□ CentreCOM MR820TRX本体　（1台）
□ 電源ケーブル　（AC100～ 120V用　1本）
□ 製品保証書　（1枚）
□ シリアル番号シール　（2枚）
□ ユーザーマニュアル　（本書）
□ リリースノート　（1枚）
□ 製品仕様書　（英文　1枚）

また、本製品を移送する場合は、工場出荷時と同じ梱包箱で
再梱包されることが望まれます。
再梱包のために、本製品が納められていた梱包箱、緩衝材な
どは捨てずに保管しておいてください。

 3　各部の名称と機能

IEEE 802.3 10BASE–T / 10BASE2 / AUI
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① LINK/RECEIVE LED （緑）
10BASE-Tポートが正常にリンクされ、相互に通信が可
能な状態のときに点灯し、10BASE-Tポートでパケット
が正しく受信されているときに点滅します。

② COL LED （橙）
コリジョンが発生しているときに点灯します。

③ PWR LED（緑）
電源が正しく供給されているときに点灯します。

④ BNC LED （緑）
BNC（10BASE2）ポートでパケットが正しく受信されて
いるときに点滅します。

⑤ AUI LED （緑）
AUI（10BASE5）ポートでパケットが正しく受信されて
いるときに点滅します。

⑥ 10BASE-Tポート
10BASE-TのUTPケーブル（シールドなしツイストペア
ケーブル）を接続するためのコネクターです。
ポート8は、カスケード切替スイッチによって、カスケー
ド接続用ポートとして使用することができます。

⑦ BNCポート
10BASE2のシンワイヤーケーブル（細径同軸ケーブル）
を接続するためのコネクターです。

⑧ AUIポート
10BASE5のトランシーバーケーブル（AUIケーブル）を
接続するためのコネクターです。

● TERMINATORスイッチは正しく設定されていま
すか？

TERMINATORスイッチの設定を確認してください。
BNCポートを使用しない場合は、TERMINATORスイッチ
を「ON」にし、図14のようにBNCコネクターやT型バル
ブを本製品に接続しないでください。

BNCコネクター�
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図14　TERMINATORスイッチの設定
　　　　（10BASE2を使用しない場合）

BNCポートを使用する場合は、TERMINATORスイッチを
「OFF」に設定します。このとき、シンワイヤーケーブルと
の接続にはT型バルブを使用します。接続方法については、
「5　接続」をご参照ください。
また、BNCポートを使用する場合は、シンワイヤーケーブ
ルの両端にBNC用ターミネーターが正しく接続されている
かどうか、また、両端のターミネーター以外に余計なターミ
ネーターが接続されていないかどうかについても確認してく
ださい。

 9　製品仕様

準拠規格

IEEE802.3 10BASE-T

適合規格

安全規格 UL1950　CSA22.2　No.950

EMI規格 VCCIクラスA

電源部

定格入力電圧 AC100- 240V

入力電圧範囲 AC90- 264V

定格周波数 50/60Hz

定格入力電流 0.3A

最大入力電流 0.27A

平均消費電力 12W（最大15W）

平均発熱量 42kJ/h（最大54kJ/h）

環境条件

動作時温度 0 ～ 40℃

動作時湿度 80％以下（結露なきこと）

保管時温度 -20 ～ 60℃

保管時湿度 95％以下（結露なきこと）

外形寸法（突起部含まず）

210（W）x 107（D）x 38（H）mm

質量

680g

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（ＶＣ
ＣＩ）の基準に基づくクラスＡ情報処理装置です。この装置
を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがありま
す。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求され
ることがあります。

10　保証と修理

本製品の保証内容は、製品に添付されている「製品保証書」
の「製品保証規定」に記載されています。製品をご利用にな
る前にご確認ください。本製品の故障の際は、保証期間の内
外にかかわらず、弊社修理受付窓口へご連絡ください。

○ アライドテレシス株式会社 修理受付窓口

Tel：  0120-860-332
携帯電話／PHSからは：045-476-6218

月～金曜日（祝・祭日を除く） 9:00～12:00
13:00～17:00

● 保証の制限
本製品の使用または使用不能によって生じたいかなる損害（人
の生命・身体に対する被害、事業の中断、事業情報の損失ま
たはその他の金銭的損害を含み、またこれらに限定されない）
については、弊社はその責をいっさい負わないこととします。

11　ユーザーサポート

障害回避などのユーザーサポートは、次の「サポートに必要
な情報」をご確認のうえ、弊社サポートセンターへご連絡く
ださい。

○　アライドテレシス株式会社 サポートセンター

　　http://www.allied-telesis.co.jp/support/info/

Tel：  0120-860-772
携帯電話／PHSからは：045-476-6203

月～金曜日（祝・祭日を除く） 9:00～12:00
　　 13:00～18:00

12　サポートに必要な情報

お客様の環境で発生した様々な障害の原因を突き止め、迅速
な障害の解消を行うために、弊社担当者が障害の発生した環
境を理解できるよう、以下の点についてお知らせください。
なお、都合により弊社からの連絡が遅れることもございます
が、あらかじめご了承ください。

● 一般事項
すでに「サポート ID番号」を取得している場合、サポート
ID番号をお知らせください。サポート ID番号をお知らせい
ただいた場合には、ご連絡先などの詳細は省略していただい
てかまいません。

・　サポートの依頼日
・　お客様の会社名、ご担当者名
・　ご連絡先
・　ご購入先

● 製品について
製品名、製品のシリアル番号（S/N）、製品リビジョンコード
（Rev）などのハードウェア情報をお知らせください。
製品のシリアル番号、製品リビジョンコードは、製品に貼付
されているシリアル番号シールに記入されています。

（例）　

● 設定やLEDの点灯状態について
○ スイッチ類の設定状態をお知らせください。
○ LEDの点灯状態をお知らせください。

● お問い合わせ内容について
○ どのような症状が発生するのか、またそれはどのような
状況で発生するのかをできる限り具体的に（再現できる
ように）お知らせください。

● ネットワーク構成図について
○ ネットワークとの接続状況や、使用されているネット
ワーク機器がわかる簡単な図をお送りください。

○ 他社の製品をご使用の場合は、メーカー名、機種名、バー
ジョンなどをお知らせください。

13　おことわり

○ 本書は、アライドテレシス株式会社が作成したもので、
全ての権利を弊社が保有しています。弊社に無断で本書
の一部または全部をコピーすることを禁じます。

○ 予告なく本書の一部または全体を修正、変更することが
ありますがご了承ください。

○ 改良のため製品の仕様を予告なく変更することがありま
すがご了承ください。

○ 本装置の内容またはその仕様により発生した損害につい
ては、いかなる責任も負いかねますのでご了承ください。

Copyright © 2004 アライドテレシス株式会社

14　商標

CentreCOMは、アライドテレシス株式会社の登録商標です。

15　マニュアルバージョン

2004年 3月　Rev.A 初版　製品Rev C1 以降に対応
2004年 4月 Rev.B 仕様変更

8ポート・HUB(BNC/AUI付)
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⑨ カスケード切替スイッチ
ポート8をカスケード接続用ポートとして使用するか、
通常の10BASE-Tポートとして使用するかを設定する
ためのスイッチです。

= HUB　 （スイッチが押し込まれた状態）
カスケード接続をするときのカスケードポート（MDI）と
して使用します。

X PC　 （スイッチが飛び出している状態）
通常の10BASE-Tポート（MDI-X）として使用します。

⑩ TERMINATORスイッチ
BNCポートの使用 /未使用にあわせて設定します。

ON　（右）
BNCポートを使用しない場合には、「ON」に設定しま
す。この設定時には、BNCポートには何も接続しないで
ください。

OFF　（左）
BNCポートを使用する場合には、「OFF」に設定します。
接続方法につきましては、「5　接続」を参照してくださ
い。

⑪ 電源コネクター
電源ケーブルを接続し、電源を入れるためのコネクターです。

 4　設置

本製品の設置を始める前に、必ず「安全のために」をよくお
読みください。

● 接続するケーブルを用意する
MR820TRX本体をネットワークに接続するケーブルをご用
意ください。

本製品には接続ケーブルが同梱されていません。

以下の表をご参考頂き、使用環境に合わせたもの
を、お客様にてご用意ください。

類種のルブーケ 離距長最のルブーケ

T-ESAB01 PTU ルブーケ
( ーリゴテカ )5/4/3 001 ｍ

2ESAB01 ルブーケーヤイワンシ (注)
mm5( 径) 581 ｍ

5ESAB01
）線幹（

ルブーケーロエイ
mm21( 径) m005

5ESAB01
）線支（

（ーバーシンラト IUA ）
ルブーケ m05

（注）　RG-58A/U、またはRG-58C/U同軸ケーブル

● 設置場所を確認する
設置については、次の点にご注意ください。
◯ 直射日光のあたる場所、多湿な場所、ほこりの多い場所
に設置しないでください。

◯ 傾いた場所や、不安定な場所に設置しないでください。
◯ 充分な換気ができるように、本体側面をふさがないよう
に設置してください。

◯ テレビ、ラジオ、無線機などの側に設置しないでください。
◯ 19 インチラックや壁面に設置する際は、正しいブラ
ケット、またはマグネットKit を使用してください。

◯ 本製品は屋外ではご利用になれません。

本製品は、別売のオプションを利用することにより、EIA規
格の19インチラックや壁面に取り付けることができます。

● 壁面に取り付ける（マグネットキット使用）
本製品は、オプション（別売）の「マグネットKit M」を使用
して、OAデスクの横などの垂直な場所に設置することがで
きます。

1. プラスドライバーを用いて本体底面のゴム足を取り外し
ます。（ゴム足は大切に保管しておいてください）

2. ゴム足を固定していたネジを用いて、図2のようにマグ
ネットを本体に固定します。

図2　マグネットキットの取り付け

マグネット使用および取り扱い上の注意

設置面の状態によってはマグネットの充分な強度

を得られないことがあります。

取り付けの際は機器およびケーブルの重みにより機

器が落下しないように確実に取り付け・設置してく
ださい。ケガ・故障の原因になることがあります。

機器をマグネットで高所に取り付けないでくださ
い。落下によるケガ・機器破損の恐れがあります。

振動・衝撃の多い場所や不安定な場所に設置しな
いでください。落下によるケガ・故障の原因とな
ることがあります。

OAデスク等にマグネットで機器を取り付けたま
ま、機器をずらさないでください。被着面の塗装

などに傷がつく恐れがあります。

マグネットにフロッピーディスクや磁気カードな

どを近づけないでください。磁気の影響により記
録内容が消去される恐れがあります。

機器をマグネットでパソコンおよびディスプレイ
などの電子機器には取り付けないでください。

●  壁面に取り付ける（壁設置ブラケット使用）
本製品は、オプション（別売）の壁設置ブラケット（AT -
BRKT-J18）を使用して、壁面に取り付けることができます。

取り付けの際には、ブラケットに同梱の「取り付け金具『AT-
BRKT-J18』お取扱いにあたって」をご参照ください。

● 19インチラックに取り付ける
本製品は、オプション（別売）の19インチ・ラックマウント
キット（AT-RKMT-J08）を使用して、EIA規格の19インチ
ラックに取り付けることができます。

1. 電源ケーブルや各メディアのケーブルをはずします。

2. 「19インチ・ラックマウントキット AT-RKMT-J08」付属
の取扱説明書に従い、マウントブラケットを組み立てます。

3. プラスドライバーを用いて本体底面のゴム足を取り外し
ます。（ゴム足は大切に保管しておいてください）

4. 「19インチ・ラックマウントキット(AT-RKMT-J08)」付
属のM3x6mm ナベネジを用いて、図3のように本体に
マウントブラケットを両側ともしっかりと固定します。

図3　ラックマウントブラケットの取り付け

5. 19 インチラックの希望する位置に本体を合わせ、適切
なネジ（別途ご用意ください）で図4のようにしっかりと
固定します。

図4　19インチラックへの取り付け

 5　接続

本製品と各種ケーブルの接続方法について説明します。

● UTPケーブルの接続
本体背面の10BASE-TポートにUTPケーブルを接続します。
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3X

4X

5X

6X

7X

8

X PC
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UTPケーブル�
100m MAX

図5　UTPケーブルの接続

ネットワークに接続する端末に、10BASE-Tネットワーク
インターフェースカードが正しく取り付けられていることを
確認して、UTPケーブルのもう一方を端末のネットワーク
インターフェースカードに接続します。

● シンワイヤーケーブルの接続（10BASE2）
10BASE2 をバックボーンとする場合は、本体背面の
TERMINATORスイッチを「OFF」に設定し、T型バルブを
使用してシンワイヤーケーブルを接続します。
本製品をシンワイヤーケーブルの途中に設置する場合は、図6
のとおりにT型バルブの両端にBNCコネクターを接続します。
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図6　シンワイヤーケーブルの接続
　　　（本製品がケーブルの途中にある場合）

このとき、2本のシンワイヤーケーブルの両端は、それぞれ
ターミネーター（50Ω）で終端させてから、T型バルブに接
続してください。

また、本製品をシンワイヤーケーブルの端に設置する場合
は、図7のように終端にターミネーター（50Ω）を接続しま
す。
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図7　シンワイヤーケーブルの接続
　　　（本製品がケーブルの端にある場合）

● トランシーバーケーブルの接続（10BASE5）
10BASE5 をバックボーンとする場合は、本体背面のAUI
ポートにトランシーバーケーブル（AUIケーブル）を用いてト
ランシーバーを接続します。
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図8　トランシーバーケーブルの接続

● 電源ケーブルの接続
本製品は、電源ケーブルを接続すると自動的に電源が入ります。

1. 電源ケーブル（電源コネクター）を本体背面の電源コネク
ターに接続します。

2. 電源ケーブルの電源プラグを電源コンセントに接続します。
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図9　電源ケーブルの接続

電源が入ると、本体前面STATUS LEDのPWR LED（緑）が
点灯します。このとき、UTPケーブルが正しく接続されてい
れば、接続したポートのLINK/RECEIVE LED（緑）が点灯し
ます。

電源を切る場合には、電源プラグを電源コンセントから抜き
ます。

本製品には電源スイッチがありません。電源ケー
ブル（電源コネクター）を電源コンセントに接続し

た時点で、電源が入りますのでご注意ください。

電源プラグを電源コンセントに差し込んだ状態で

電源コネクター側を抜かないでください。感電事
故を引き起こすおそれがあります。

本製品をAC100V～120Vの電源電圧で使用する
場合は、同梱の電源ケーブルを使用してください。
不適切な電源ケーブルや電源コンセントを使用する

と、発熱による発火や感電のおそれがあります。

本製品には、オプション（別売）で、電源ケーブル

（電源コネクター）の抜けを防止するケーブルロッ
ク「AT-RTNR-01」が用意されています。

 6　ネットワーク構成例

各メディアをネットワークバックボーンとして接続する場合
の構成例を図で示します。
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図10　10BASE2接続の構成例
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図11　10BASE5接続の構成例

 7　カスケード接続

ポート8をカスケード接続用ポートとして使用すると、クロ
スケーブルを使用することなく簡単にカスケード接続をするこ
とができます。

● 接続手順
1. 本体背面のポート 8に UTP ケーブル（ストレートタイ
プ）を接続します。

2. カスケード切替スイッチを「= HUB（スイッチが押し込
まれた状態）」（MDI）に設定します。

3. UTPケーブル（ストレートタイプ）のもう一方の端を、接
続先の機器の通常の10BASE-Tポートに接続します。
接続先が同一製品のポート 8 の場合は、接続先のカス
ケード切替スイッチは「X PC（スイッチが飛び出してい
る状態）」（MDI-X）に設定します。
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図12　カスケード接続例

リピータ（＝ハブ）のカスケード接続は、最大4台までとされ
ています（これは通信が正常に行われるためのルールで、
IEEE802.3によって規定されています）。
図13のように5台以上のハブをカスケード接続しないでく
ださい。

ポートの数を増やすためにカスケード接続をする場合は、ス
ター型の構成にすることをおすすめします。
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図13　カスケード接続の段数を超えた例

 8　トラブルシューティング

「通信できない」とか「故障かな？」と思われる前に、次の
ことを確認してください。

● PWR LEDは点灯していますか？
PWR LEDが点灯しない場合は、電源ケーブルに断線がない
か、電源ケーブルが正しく接続されているか、正しい電源電
圧のコンセントを使用しているかなどを確認してください。

● 電源をオフにした後、すぐにオンにしていませんか？
電源をオフにしてから再度オンにする場合は、しばらく間を
あけてください。

● LINK/RECEIVE LEDは点灯していますか？
LINK/RECEIVE LEDは接続先の機器と正しく接続されてい
るときに点灯します。
点灯しない場合は、次のことを確認してください。

○ 接続先の機器に電源が入っているかを確認してください。
また、端末に取り付けられているネットワークインター
フェースカードに障害がないか、ネットワークインター
フェースカードに正しくケーブルが接続され、通信可能
な状態にあるかなどを確認してください。

○ 正しいUTPケーブルが断線なく正しく接続されている
ことを確認してください。

○ ケーブルの長さが制限を越えていないことを確認してく
ださい。
2つのネットワーク機器の直接リンクを形成するUTP
ケーブルは最長 100mと規定されています。

○ UTPケーブルに問題がないか確認してください。
ケーブルの不良は外観からは判断しにくいため（結線は
良いが、特性が悪い場合など）、他のケーブルに交換して
試してみてください。

○ ケーブルを接続先機器の別のポートに差し替えて、正常
に動作するか確認してください。
特定のポートが故障している可能性もあります。

○ カスケード切替スイッチを確認してください。
本製品のポート8を使用して、リピータやスイッチとカ
スケード接続する場合は、本製品のカスケード切替ス
イッチを「= HUB（スイッチが押し込まれた状態）」
（MDI）に設定してください。
本製品のポート8同士をカスケード接続する場合は、一
方を「= HUB」（MDI）に、もう一方を「X PC（スイッチ
が飛び出している状態）」（MDI-X）に設定してください。

○ リピータ（＝ハブ）の数が制限を超えていないかを確認し
てください。
カスケード接続ができるハブの台数は、最大4台までと
されています。
本書の「カスケード接続」の項を参考にして、適切な接
続を行ってください。


